
１０月１７日力昼小学校では最後となる学芸会が開催され、

ＰＴＡや地域住民ら７０名が訪れ、熱演する５名の児童に

惜しみない拍手が贈られた。

舞台は、合唱や遊戯、研究発表が行われたほか

児童の作曲による和太鼓や演劇で、観衆を魅了した。

また、最後の学芸会を盛り上げようとＰＴＡと教員とが

特別企画した寸劇「黄門様の事件簿」が行われ、

笑いを振りまいていた。
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十
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
に

か
け
群
馬
県
前
橋
市
に
お
い
て
第
三

十
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
が
開

催
さ
れ
、
第
五
統
合
分
科
会
（
循
環

型
社
会
の
検
証
と
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
分
科
会
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

森
町
長
が
風
力
発
電
事
業
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
説
明
。
参
加
者
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
循
環
型

社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る

風
力
発
電
事
業
の
重
要
性
を
再
認
識

し
て
い
た
。

こ
の
集
会
は
、
全

日
本
自
治
団
体
労
働

組
合
に
加
盟
す
る
自

治
体
職
員
三
千
五
百

名
が
参
加
し
、
市
民

や
地
域
社
会
と
協
働

し
、
市
民
自
治
の
豊

か
な
社
会
創
り
の
実

現
に
向
け
、
各
地
域

で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
活
動
を
研
究
討
議

す
る
も
の
。
全
国
で

も
先
進
地
と
な
っ
て

い
る
苫
前
町
の
風
力

発
電
事
業
が
取
り
上

げ
ら
れ
た
。

森
町
長
は
、「
風
力

発
電
事
業
は
、
町
民
が
風
と
関
わ
る

中
か
ら
生
ま
れ
た
町
の
財
産
。
北
海

道
を
代
表
と
す
る
凧
あ
げ
大
会
や
風

車
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
、
地
域
一
体

で
風
力
発
電
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。」

と
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
報
告
。
し
か
し
な
が
ら
、

新
規
参
入
を
目
指
す
企
業
に
と
っ
て
、

売
電
価
格
の
低
水
準
の
現
状
や
過
疎

地
に
お
け
る
送
電
線
整
備
、
高
額
な

風
力
発
電
機
器
な
ど
コ
ス
ト
削
減
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も

付
け
加
え
た
。

ま
た
、
同
分
科
会
で
は
苫

前
町
職
員
組
合
か
ら
「
苫
前

町
風
力
発
電
事
業
に
お
け
る

検
証
と
課
題
」
が
レ
ポ
ー
ト

報
告
さ
れ
、
国
に
お
け
る
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
取
組
へ

の
抜
本
的
対
策
が
提
言
さ
れ

た
。

十
月
一
日
苫
前
町
教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
に
、
関
武
委
員
（
字
苫
前

＝
70
才
）
と
小
池
千
丈
委
員
（
字
力

昼
＝
64
才
）
の
再
任
を
決
め
、
森
町

長
よ
り
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
た
。

関
委
員
は
、
平
成
七
年
七
月
に
同

委
員
に
任
命
さ
れ
今
回
四
期
目
。
小

池
委
員
は
、
平
成
八
年
十
月
に
任
命

さ
れ
今
回
三
期
目
と
な
り
、
任
期
は

平
成
二
十
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
四

年
間
。
関
委
員
は
「
子
ど
も
た
ち
の

た
め
、
時
代
に
適
応
し
た
教
育
の
実

践
に
尽
力
し
た
い
。」と
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
た
。

十
月
二
十
日
か
ら
二
十
一
日
友
好

町
で
あ
る
三
重
県
長
島
町
の
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
会
長
高
橋
繁
生
）
二

十
四
名
が
来
町
し
、
苫
前
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
会
長
齊
藤
能
正
）
会

員
と
親
睦
を
図
っ
た
。

長
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
二
十
日

午
後
三
時
に
役
場
に
到
着
。
苫
前
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
十
四
名
が

出
迎
え
、
ま
ち
の
概
要
や
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
終
え

た
後
、
午
後
六
時
か
ら
と
ま
ま
え
温

泉
ふ
わ
っ
と
で
親
睦
会
が
開
催
さ
れ

た
。

親
睦
会
で
は
、
今
回
の
台
風
18
号

の
被
害
が
話
題
と
な
り
、
長
島
町
も

川
に
挟
ま
れ
た
地
帯
で
、
過
去
に
は

水
害
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と

も
あ
り
、
長
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
並
び
に
参
加
者
か
ら
、
台
風
被
害

に
対
し
、
義
援
金
十
万
円
が
町
へ
手

渡
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
月
二
十
六
日
長
島
町
か

ら
は
、
三
回
目
と
な
る
義
援
金
が
送

金
さ
れ
、
長
島
町
か
ら
の
義
援
金
総

額
は
百
万
円
を
超
え
た
。

長
島
町
で
は
、
十
二
月
六
日
近
隣

市
町
の
桑
名
市
と
多
度
町
と
の
合
併

を
控
え
、
十
一
月
十
三
日
町
制
施
行

五
十
周
年
記
念
式
及
び
閉
町
式
典
が

行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
森

町
長
並
び
に
星
野
議
会
議
長
が
出
席

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

シンポジウムで風力発電事業
を説明する森町長

長島神社前で記念撮影する長島町老人クラブ会員たち

森町長より辞令を受ける小池委員（中央）、関委員（右）

よ
う
こ
そ
苫
前
町
へ

友
好
町
三
重
県

長
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
訪
問

友
好
町
三
重
県

長
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
訪
問

苫
前
町
教
育
委
員
会
委
員
　
再
任
辞
令
交
付
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十
月
七
、
八
日「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ

わ
っ
と
」に
お
い
て
、
道
北
ブ
ロ
ッ
ク

道
北
ブ
ロ
ッ
ク
町
内
会
活
動
研
究
大
会
で

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

町
内
会
活
動
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、

道
北
地
区
五
市
十
三
町
村
の
各
町
内

会
役
員
百
十
五
名
が
参
加
。「
住
民
主

体
の
地
域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
研
究

討
議
が
な
さ
れ
、
自
治
会
活
動
の
あ

り
方
に
つ
い
て
意
見
交
流
が
行
わ
れ

た
。今

大
会
は
、
北
海
道
町
内
会
連
合

会
並
び
に
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

の
共
催
に
よ
り
、
七
日
午
後
一
時
開

会
。
始
め
に
、
町
内
会
・
自
治
会
活

動
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、
講

演
で
は
「
垣
根
の
な
い
ま
ち
〜
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
」
を

テ
ー
マ
に
、
北
海
道
カ
ル
タ
を
つ
く

る
会
会
長
の
伏
島
信
治
さ
ん
か
ら
、

北
海
道
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
人

々
の
営
み
を
読
み
込
ん
だ
「
北
海
道

カ
ル
タ
」
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、

自
治
は
「
地
域
住
民
の
交
流
を
図
り

な
が
ら
、
公
園
や
街
路
樹
な
ど
の
公

共
空
間
の
自
主
管
理
で
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
が
大
切
。
信
頼
と
楽
し
み

が
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
皆
で
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
。」
と
呼
び
か
け
た
。

こ
の
後
、
参
加
者
は
「
地
域
の
見

守
り
・
助
け
合
い
」
や
「
資
源
ご
み

回
収
の
取
り
組
み
」、「
住
民
主
体
の

地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
分
科
会

討
議
が
行
わ
れ
た
。

十
月
十
三
日
町
公
民
館
で
北
海
道

農
協
「
土
づ
く
り
」
運
動
推
進
本
部

主
催
の
も
と
「
土
づ
く
り
（
水
稲
）

現
地
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
土
の
品
質
が
農

作
物
の
質
・
量
と
も
に
重
要
で
あ
り
、

土
づ
く
り
（
水
稲
）
現
地
研
修
会

土
塊

つ
ち
く
れ

は
語
る
〜
今
、
と
ま
ま
え
の
土
を
見
直
す
〜

肥
料
の
配
分
方
法
や
田
畑
の
排
水
方

法
な
ど
を
研
修
す
る
も
の
で
、
農
業

経
営
者
や
農
協
、
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
、
各
肥
料
メ
ー
カ
ー
な
ど
の

関
係
機
関
か
ら
九
十
名
が
参
加
。

研
修
で
は
、
道
立
上
川
農
業
試
験

場
の
宮
森
康
雄
技
術
普
及
部
次
長
指

導
の
も
と
、
岩
見
と
九
重
の
田
を
視

察
し
、
町
内
の
土
壌
の
断
面
と
特
徴

を
視
察
。
昼
食
後
、
Ｊ
Ａ
苫
前
町
青

年
部
の
柴
田
雅
紀
副
部
長
か
ら
同
青

年
部
で
断
面
調
査
圃
場
の
選
定
と
水

稲
の
生
育
調
査
に
つ
い
て
事
例
を
発

表
。
良
食
味
米
生
産
に
向
け
た
技
術

改
善
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
活
発

に
行
わ
れ
た
。
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十
月
二
十
五
日
早
朝
利
尻
島
沖
合

い
で
漁
を
し
て
い
た
エ
ビ
桁
漁
船
第

五
五
末
広
丸
（
船
主
＝
石
岡
敏
和
さ

ん
）
に
コ
ミ
ミ
ズ
ク
（
ふ
く
ろ
う
科

＝
準
絶
滅
保
護
種
）
が
飛
来
し
、
船

員
の
伊
藤
正
一
さ
ん
（
54
才
＝
字
旭
）

が
保
護
し
た
。
保
護
さ
れ
た
コ
ミ
ミ

ズ
ク
は
体
長
三
〇
　
、
大
変
お
と
な

し
く
伊
藤
さ
ん
の
肩
に
乗
っ
た
り
、

玄
関
の
木
の
切
り
株
に
静
か
に
た
た

ず
み
、
伊
藤
家
の
ア
イ
ド
ル
と
な
っ

て
い
た
。

そ
の
後
、
報
告
を
受
け
た
役
場
担

当
職
員
が
留
萌
支
庁
へ
搬
送
。
右
目

に
傷
が
あ
り
、
動
物
病
院
で
治
療
後
、

山
へ
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

古
丹
別
の
中
川
武
士
さ
ん
（
68
才
）

の
家
で
は
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
一
株
か

ら
六
個
の
実
が
な
り
、
黄
色
く
色
付

い
た
実
が
食
べ
頃
と
な
っ
た
。

こ
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
、
六
年
前

に
友
人
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
で
、

苗
か
ら
丹
誠
込
め
て
育
て
上
げ
、
毎

年
一
・
二
個
は
な
っ
て
い
た
。
肥
料

は
固
形
物
を
二
種
類
与
え
、
月
一
回

程
度
の
水
を
注
い
で
い
た
。
南
洋
系

の
植
物
と
あ
っ
て
、
冬
は
し
ば
れ
な

い
よ
う
に
温
度
だ
け
は
気
を
つ
け
て

い
た
よ
う
。「
そ
ん
な
に
、
難
し
く
な

い
で
す
よ
。」
と
妻
の
て
つ
ゑ
さ
ん

（
58
才
）
は
言
う
。

こ
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
、
紫
か
か

っ
た
か
わ
い
い
花
が
咲
き
、
二
か
月

で
実
が
熟
す
。
毎
年
、
果
実
の
房
の

部
分
は
植
栽
さ
れ
、
新
し
い
苗
と
し

て
育
て
ら
れ
、
知
人
な
ど
に
分
け
る

な
ど
、
静
か
な
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ブ
ー

ム
と
な
っ
て
い
る
。

苫
前
商
業
高
等
学
校
一
年

町
内
施
設
見
学

苫
前
小
学
校
児
童

苫
前
幸
寿
園
を
訪
問

利
尻
沖
で
コ
ミ
ミ
ズ
ク
　
　
保
護

ふ
く
ろ

う
　
科

よさこいソーランを披露する苫小５年の児童たち

伊藤正一さんの肩にたたずむコミミズク

６センチ程度まで成長したパイナップル

９月下旬から10月上旬にかけて、町内の街路
樹や庭木、公園にある桜の木に花が咲く珍事が続
出した。その中でも、古丹別町道西２条線沿いの
古丹別歯科診療所前の街路樹（桜）が満開となっ
た。近所に住む主婦たちも「季節はずれですが、
とてもきれいで、毎日眺めています」と思わぬ自
然の恵みに大喜び。
また、苫前の加藤誉美さん宅の桜も五分咲き程

度まで花を付け、ＳＴＶテレビに取り上げられて
いた。町内では、
まだ台風18号
の影響で、後片
付けに手がかか
り気持ちが沈ん
でいる中、住民
たちは、異常気
象とも取れる台
風の置き土産
に、ひとときの
安らぎを感じて
いた。

季節はずれの桜が咲いた 季節はずれの桜が咲いた 季節はずれの桜が咲いた 

「
苫
前
幸
寿
園
」（
園
長
鎌
田
孝
士
）を

訪
れ
、
同
校
学
芸
会
で
発
表
さ
れ
た

ダ
ン
ス
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
披

露
し
、
高
齢
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

一
年
生
十
六
名
は
、「
踊
る
大
一
年

生
」
と
題
し
て「
踊
る
大
捜
査
線
」の

曲
に
合
わ
せ
、
犯
人
の
逮
捕
す
る
シ

ー
ン
を
軽
や
か
な
ス
テ
ッ
プ
で
表
現
。

三
年
生
十
八
名
は
、
世
界
各
国
の
民

族
衣
装
で
高
齢
者
を
世
界
旅
行
へ
と

案
内
し
た
。
五
年
生
十
八
名
は
、
お

揃
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
で
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
踊
り
を
披
露
し
、
高
齢
者
か
ら

は
拍
手
が
沸
き
あ
が
っ
た
。

発
表
が
終
了
し
、
児
童
を
代
表
し

小
林
竜
馬
く
ん
（
五
年
）
か
ら
「
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
僕
た
ち
に
い

ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」

と
あ
い
さ
つ
。
児
童
一
人
ひ
と
り
か

ら
、
高
齢
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

が
贈
ら
れ
た
。

十
月
六
日
苫
前
小
学
校
（
校
長
林

健
一
）
児
童
一
、
三
、
五
年
生
五
十

二
名
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

セ
ン
チ

十
月
十
二
日
苫
前
商
業
高
等
学
校

一
年
生
二
十
九
名
が
地
域
社
会
へ
の

理
解
を
深
め
、
本
町
の
物
流
と
仕
組

み
を
学
習
す
る
た
め
、
町
内
産
業
施

設
並
び
に
町
有
施
設
を
見
学
し
た
。

見
学
し
た
施
設
は
、
Ｊ
Ａ
苫
前
町

の
蔬
菜
選
果
場
や
上
平
グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
、
苫
前
漁
港
、

町
議
会
に
苫
前
ダ
ム
な
ど
計
九
か
所
。

議
場
を
訪
れ
た
生
徒
た
ち
は
、
議

長
席
や
議
員
席
に
着
席
し
、
竹
内
勝

議
会
事
務
局
長
か
ら
議
員
定
数
や
報

酬
、
議
会
運
営
方
法
な
ど
議
会
の
仕

組
み
や
現
状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

次
々
に
選
挙
資
金
や
合
併
問
題
に
つ

い
て
質
問
が
飛
び
交
い
、
議
員
気
分

を
味
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
議
長
席

に
座
っ
た
久
保
由
真
さ
ん
は
、「
滅
多

に
味
わ
え
な
い
議
長
席
に
、
座
る
こ

と
が
で
き
て
感
激
で
す
。」と
町
議
会

の
雰
囲
気
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
。 議会運営の説明にメモを取る苫商高生

古丹別歯科診療所前の季節はずれの桜の花
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十
月
十
六
日
町
公
民
館
に
お
い
て
、

三
歳
以
上
の
幼
児
を
対
象
と
し
た
カ

ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、

十
九
組
四
十
六
名
の
親
子
が
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
提
灯
づ
く
り
を
楽
し
ん
だ
。

こ
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
用
か
ぼ
ち
ゃ

は
字
九
重
の
柴
田
邦
夫
さ
ん
（
63
才

＝
農
業
）
が
公
民
館
か
ら
依
頼
を
受

け
栽
培
し
、
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し

た
も
の
。
参
加
し
た
親
子
は
、
用
意

さ
れ
た
か
ぼ
ち
ゃ
に
子
ど
も
が
思
い

思
い
の
顔
を
描
き
、
親
が
段
ボ
ー
ル

用
の
こ
ぎ
り
で
顔
を
く
り
貫
く
共
同

作
業
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
か
ぼ
ち
ゃ
を

完
成
さ
せ
た
。
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
各
家

庭
に
持
ち
帰
り
、
中
に
ロ
ー
ソ
ク
が

と
も
さ
れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
気
分
を

満
喫
し
て
い
た
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
起
源
は
、
古
代

ケ
ル
ト
民
族
の
収
穫
祭
に
、
ロ
ー
マ

果
実
の
女
神
ポ
モ
ナ
の
祭
り
が
加
味

さ
れ
た
も
の
で
、
十
一
月
一
日
の
万

聖
節
の
前
夜
祭
と
し
て
始
ま
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
十
月
三
十
一
日

の
夜
は
、「
死
者
が
家
に
帰
る
日
」
と

言
わ
れ
、
秋
の
収
穫
を
祝
い
悪
霊
を

追
い
出
す
祭
り
と
し
て
、
か
ぼ
ち
ゃ

を
く
り
抜
き
、
目
鼻
口
を
付
け
た
提

灯
を
飾
り
、
怪
物
な
ど
に
扮
装
し
た

子
ど
も
た
ち
が
「
い
た
ず
ら
か
、
お

菓
子
か
」
と
近
所
を
回
り
な
が
ら
、

各
家
庭
か
ら
お
菓
子
を
も
ら
う
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。

①119番は火災･救急の専用電話です。
各種届出やお問い合わせなどの一般用件は、
古丹別支署又は、苫前支署へおかけ下さい。
②119番は局番なしの「1」「1」「9」と、おかけ
下さい。
③かけ間違いにより無言で電話を切る方がいま
す。もし、緊急だったら大変です。
一言「間違いでした。」と伝えてください。
④町内において携帯電話で119番通報した場合
は、稚内消防へつながります。火災・救急に
限らず場所・状況等を詳しく伝えて下さい。

≪119番通報についてのお願い≫

☆連絡系統

＜稚内消防⇒羽幌消防⇒古丹別消防又は苫前消防＞

119番通報要領
火災発生や救急･救助が必要なときは119番です。
まず、落ち着いて「119」へかけて下さい。消防につながりま
したら、次のことを聞きますので、簡潔明瞭にはっきりと伝
えて下さい。

火事です 

例：「古丹別の○○（氏名）です。 
　　　　　　　　○○（目標の建物）の近くです。」 

例：「住宅の○○（出火箇所） 
　　から火が出ています。 

○○（氏名）が 
　　　○○（状態）です。 

救急です。 
救急車をお願いします。 

火　事 救　急 

○○（氏名）です。 

火　事 救　急 

あわてず、「119」 

場所・住所 

状態など 

通報者氏名 

あわてず、「119」 

場所・住所 

状態など 

通報者氏名 

かぼちゃの出来に満足する子どもたち

全
道
秋
の
火
災
予
防
運
動
と
合
わ

せ
十
月
十
五
日
苫
前
・
古
丹
別
両
地

区
に
お
い
て
、
危
険
物
安
全
協
会
、

農
協
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
や
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
協
力
の
も
と
街
頭
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
た
。

古
丹
別
地
区
で
は
、
か
わ
い
い
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
員
四
十
名
が
、
火
の

用
心
の
小
旗
を
片
手
に
、
午
前
九
時

三
十
分
消
防
古
丹
別
支
署
前
を
出
発
。

消
防
車
両
と
と
も
に
古
丹
別
市
街
地

を
パ
レ
ー
ド
。
沿
道
で
出
迎
え
た
町

民
た
ち
は
、
そ
の
か
わ
い
さ
に
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
火
災
訓
練
は
同
月
十
五
日

苫
前
土
地
改
良
区
事
務
所
（
字
古
丹

別
）
に
お
い
て
夜
間
訓
練
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
十
八
日
に
は
苫
前
保
育
園

で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

幼年消防クラブ（古丹別保育所幼児）の街頭パレード

苫前土地改良区前で行われた夜間消防訓練
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十
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
の

三
日
間
町
公
民
館
に
お
い
て
、
公
民

館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、

文
芸
や
手
芸
、
絵
画
、
写
真
、
木
彫
、

陶
芸
な
ど
の
町
内
文
化
団
体
サ
ー
ク

ル
会
員
の
作
品
や
町
内
小
中
学
校
児

童
生
徒
の
作
品
、
保
育
所
（
園
）
幼

児
の
作
品
な
ど
七
百
六
十
八
点
（
三

百
九
十
三
名
）
が
展
示
さ
れ
、
多
く

の
町
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

そ
の
中
で
も
菊
花
会
の
展
示
会
場

（
多
目
的
ホ
ー
ル
）
で
は
、
甘
い
菊
の

香
り
と
共
に
盆
養
な
ど
作
品
九
十
点

が
展
示
さ
れ
、
白
や
黄
色
、
紫
に
桃

色
な
ど
色
鮮
や
か
な
菊
が
立
ち
並
び
、

来
場
者
を
魅
了
し
た
。

公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
併
せ

て
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
、
本
や
雑
誌
を
無
料
提
供
し
た

「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
が
実
施
さ
れ

た
ほ
か
、「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」、
本

を
利
用
し
て
の
「
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン

料
理
」
が
行
わ
れ
た
。

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
料
理
教
室
に
は
、

親
子
七
組
二
十
四
名
が
参
加
。
鍋
の

中
で
パ
ン
を
蒸
す
お
菓
子
料
理
「
パ

ン
プ
デ
ィ
ン
グ
」
で
親
子
料
理
を
楽

し
ん
だ
。
ま
た
、
こ
の
期
間
に
は
、

道
立
図
書
館
『
あ
け
ぼ
の
号
』
か
ら

北
海
道
を
テ
ー
マ
に
三
千
冊
の
図
書

が
提
供
さ
れ
た
。

ま
た
、
子
供
服
や
玩
具
な
ど
の
掘

り
出
し
物
を
集
め
た
「
リ
サ
イ
ク
ル

広
場
」
や
人
形
劇
団
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｏ

え
ん
じ
ぇ
る
」
の
公
演
、
ア
ニ
メ

「
ア
イ
ア
ン
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
」
や
昨
年

公
開
さ
れ
た
「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
ニ
モ
」
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
が
上

映
さ
れ
る
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る

内
容
が
好
評
と
な
り
、
親
子
連
れ
が

三
日
間
絶
え
間
な
く
会
場
を
訪
れ
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

一
方
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
陶

芸
の
会
の
協
力
の
も
と
「
陶
芸
の
創

作
体
験
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
陶

芸
品
の
試
作
が
で
き
る
と
あ
っ
て
、

真
剣
な
眼
差
し
で
粘
土
を
形
作
っ
て

い
た
。

な
お
、
広
報
十
二
月
号
に
お
い
て

展
示
作
品
の
一
部
を
「
町
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
コ
ー
ナ
ー
で
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

十
月
十
日
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
町
民
体
力
テ
ス
ト
会
（
午
前
）
と

ス
ポ
ー
ツ
の

〟で
み
せ
〟
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
町
民
が
「
体
育
の
日

（
十
月
第
二
月
曜
日
）」
に
ち
な
み
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
。

午
前
十
時
に
開
催
さ
れ
た
町
民
体

力
テ
ス
ト
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
を
中
心
に
七
十
五
名
が
参
加
し
、

上
体
起
し
や
反
復
横
と
び
、
立
ち
幅

跳
び
な
ど
各
世
代
別
に
定
め
ら
れ
た

十
月
四
日
苫
前
・
古
丹
別
両
小
学

三
年
生
四
十
名
が
、
留
萌
北
部
水
産

普
及
所（
全
先
所
長
）の
協
力
の
も
と
、

苫
前
漁
港
内
の
ホ
タ
テ
作
業
所
で
ホ

タ
テ
の
養
殖
作
業
を
見
学
し
た
。

種
目
に
よ
り
、
個
々
の
身
体
能
力
を

測
定
。
各
種
目
五
点
以
上
で
合
計
得

点
が
三
十
三
点
以
上
の
者
に
与
え
ら

れ
る
一
級
の
認
定
に
は
、
古
丹
別
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
の
能
登
智
穂
佳

（
古
丹
別
＝
12
才
）さ
ん
が
輝
い
た
。

午
後
か
ら
は
、
卓
球
や
テ
ニ
ス
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

が
『
ス
ポ
ー
ツ
の

〟で
み
せ
〟
』
を

開
催
し
、
気
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
提
供
。
野
球
場
で
は
、
マ
シ
ー

ン
を
使
っ
て
の
フ
リ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
気
持

ち
よ
く
バ
ッ
ト
を
振
っ
て
い
た
。

ホ
タ
テ
養
殖
事
業
で
は
、
ホ
タ
テ

稚
貝
の
選
別
並
び
に
籠
へ
の
移
設
作

業
が
最
盛
期
。
見
学
先
と
な
っ
た
横

内
漁
業
部
（
横
内
正
さ
ん
）
で
は
、

船
に
備
え
付
け
の
ク
レ
ー
ン
で
陸
揚

げ
さ
れ
た
養
殖
籠
か
ら
取
り
出
さ
れ

た
ホ
タ
テ
稚
貝
を
選
別
機
で
大
小
に

振
り
分
け
る
作
業
を
見
学
。
こ
れ
ら

選
別
さ
れ
た
ホ
タ
テ
は
、
養
殖
籠
に

移
し
替
え
ら
れ
、
沖
合
の
養
殖
場
で

製
品
化
す
る
ま
で
育
成
さ
れ
る
。

子
ど
も
た
ち
は
、
二
　
程
度
の
ホ

タ
テ
稚
貝
を
手
に
取
り
大
き
さ
や
形

を
観
察
し
、「
ホ
タ
テ
が
泳
ぐ
の
は
、

酸
素
を
取
り
込
む
た
め
の
行
動
で
あ

り
、
苦
し
く
て
泳
い
で
い
る
。」
と

の
説
明
に
、
驚
い
て
い
た
。

学
社
融
合
事
業

『
ホ
タ
テ
の
養
殖
作
業
』を
見
学

セ
ン
チ

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

体力の限界に挑戦する子どもたち

ホタテの稚貝を手にする児童たち

菊花会会場で色鮮やかな菊を堪能する来場者たち

リサイクル市では無料の子供用品300点が用
意され、そのほとんどが利用された

 
文
化
が
か
お
る 
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苫前町教育委員会 
苫前町公民館 15－4076 
E-mail：tph@jasmine.ocn.ne.jp 
HPアドレス：http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

～あなたの生涯学習、応援します～  
お問い合わせ・ご相談は… 

十
月

十
七
日

と
ま
ま

え
温
泉

ふ
わ
っ

と
に
お

い
て
、

道
体
育

協
会
・

道
ス
ポ

ー
ツ
指

導
者
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
北
海
道

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
道
北
地
域
に
お

け
る
各
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
二
十
六
名

が
参
加
。
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

講
師
に
は
、
北
海
道
教
育
大
学
旭

川
校
の
速
水
修
教
授
が
招
か
れ
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
「
健
康
づ
く
り
や
楽
し
む
ス
ポ
ー

ツ
を
目
的
と
し
た
地
域
の
住
民
は
、

一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
住
民
が
ど
こ
に
住
ん

で
い
て
も
参
加
で
き
る
機
会
を
提
供

で
き
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
必

要
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
研
修
会
で
の
研
究
協
議
で

は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
関
わ
り
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
学
校

で
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
地
域
で
の
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
が
、
真
剣
に
話
し
合

わ
れ
た
。

住
民
が
主
人
公
と
な
る

ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
研
修

◆11月26日（金）～12月 2日（木）
苫前町公民館ロビー
◆12月 3日（金）～12月10日（金）
とままえ温泉ふわっとロビー
主催：苫前町／苫前町教育委員会／北海道新聞社／道新スポーツ
協力：北海道日本ハムファイターズ／苫前町体育協会

※詳しくは回覧でお知らせします。

＜小説＞
○「アフターダーク」 村上春樹　著
○「ブルータワー」 石田衣良　著
○「億万ドルの舞台」

シドニィ・シェルダン　著

○「出口のない海」 横山秀夫　著
○「真夜中の神話」 真保裕一　著
○「二十四時間」 乃南アサ　著

図書室からのお知らせ図書室からのお知らせ

苫前町郷土資料館は、10月
末をもって閉館いたしました。
今年は、延べ3,500人の方に

利用していただ
きました。
来年の開館は、5月1日を
予定しておりますのでよろ
しくお願いいたします。

郷土資料館が終了しました

＜実用書＞
○「キッパリ！たった５分間で自分を変える方」 上大岡トメ　著
○「本当の英語力は５文型で劇的に伸びる」 芦永奈雄　著
○「健康百科 気になる脳梗塞」 白石裕三　編
○「このみちをゆこうよ 金子みすず童謡集」 金子みすず　著
○「あじ･さば･いわし」 NHK出版編　著

新刊案内

台風18号を吹き飛ばせ！元気をもらおう写真展
「感動をありがとう！北海道日本ハムファイターズの勇姿」



広報とままえ　11月号　8頁

今
月
の
担
当
は
宮
前
保
健
師
で
す
。 
風
邪
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！ 

カ
　 

ゼ 
健　　康 
ばんざい 

「
た
か
が
カ
ゼ
」と
思
い
が
ち
で
す
が
、

「
症
状
が
良
く
な
ら
な
い
」と
い
う
場

合
は
病
院
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
免
疫
力
の
弱
い
人
は
要
注
意
！

図
の
よ
う
に
、
ウ
イ
ル
ス
に
対
し

て
免
疫
力
が
弱
い
、
余
病
を
併
発
し

や
す
い
人
は
カ
ゼ
に
特
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
身
近
に
い
る
人

も
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
カ
ゼ
を
寄
せ
付
け
な
い
工
夫
！

普
段
か
ら
の
体
力
づ
く
り
と
健
康

カ
ゼ
が
流
行
す
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
カ
ゼ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
多
く

が
低
温
、
低
湿
度
を
好
み
ま
す
。
こ

の
た
め
、
冬
に
カ
ゼ
が
流
行
し
や
す

い
の
で
は
な
い
か
と
、
云
わ
れ
て
い

ま
す
。

◆
カ
ゼ
は
万
病
の
も
と
？

カ
ゼ
は
多
く
の
合
併
症
を
引
き
起

こ
す
と
い
う
こ
と
と
、
か
ぜ
の
症
状

に
似
た
病
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

管
理
が
大
切
で
す
。
今
日
か
ら
、
は

じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

①
手
を
洗
う

簡
単
す
ぎ
て
効
果
的
で
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
ウ
イ
ル
ス

は
手
か
ら
手
に
伝
わ
り
、
鼻
や
口
か

ら
体
内
に
入
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

②
日
頃
か
ら
食
事
、
運
動
、
睡
眠
を

と
る
よ
う
に
す
る

自
然
治
癒
力
を
た
か
め
ま
す
。

③
室
内
の
湿
度

（
五
〇
〜
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）

咳
が
出
た
り
や
喉
の
痛
い
人
は
、

調
子
の
悪
い
と
き
だ
け
で
も
禁
煙
し

て
呼
吸
器
の
負
担
を
避
け
、
マ
ス
ク

着
用
で
喉
に
直
接
乾
燥
し
た
冷
た
い

空
気
が
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

も
有
効
で
す
。

十
月
十
四
日
町
公
民
館
に
お
い
て
、

食
生
活
改
善
協
議
会
留
萌
ブ
ロ
ッ
ク

交
流
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
管
内
推

進
員
七
十
五
名
が
参
加
。
調
理
実
習

「
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー
」

や
軽
運
動
「
運
動
の
効
用
と
ス
ト
レ

ッ
チ
ン
グ
」
で
交
流
を
図
っ
た
。

中
で
も
、
調
理
実
習
で
の
「
チ
ー

ズ
入
り
ゆ
か
り
ご
飯
」
や
「
ひ
じ
き

入
り
納
豆
の
か
き
揚
げ
」、「
か
ぼ
ち

ゃ
と
じ
ゃ
こ
の
サ
ラ
ダ
」、「
ス
キ
ム

ミ
ル
ク
入
り
す
い
と
ん
」
と
カ
ル
シ

ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の
料
理
に
、
参
加
者

も
大
満
足
。

家
庭
で
の
レ
シ
ピ
が
、
ま
た
ひ
と

つ
加
わ
り
、
昼
食
を
兼
ね
た
試
食
で

も
会
話
が
弾
ん
だ
。

詳
し
い
レ
シ
ピ
を
知
り
た
い
方
は
、

町
民
課
け
ん
こ
う
係
ま
で
。

免疫力の弱
い、不調を

うまく伝えられない

症状が外に
出にくい、

かぜとの合併症にか
かりやすい

かぜをひい
ても服薬で

きない、症状が母体･
胎児に影響する

危険 
ポイント 
危険 
ポイント 

危険 
ポイント 
危険 
ポイント 

危険 
ポイント 
危険 
ポイント 

子 ど も 高 齢 者 妊 　 婦

食
生
活
改
善
協
議
会

留
萌
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
研
修
会

苫前町立歯科診療所
11月9日新設オープン

苫前町立歯科診療所
11月9日新設オープン

伊藤修歯科医師（39才）
出身：苫前町字長島
学歴：北大歯学部卒業
家族：妻と子ども２人
趣味：釣りだけど、忙しくて

行けません。 ★苫前歯科診療所
毎週火・木曜日　　9:00～17:00

土曜日　　　　9:00～12:00

★古丹別歯科診療所
毎週月･水･金曜日　9:00～17:00
※苫前･古丹別ともに祝祭日は休み

町内歯科診療所診療日程

オープン間近の苫前町立歯科診療所
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 01646-4-2215（内線273）まで

「ファミリーハウス」をご存知！

Ｑ　家族が札幌で入院していますが、病院には寝泊
まりできません。かといってホテルでは高額で
泊まることができません。なにか良い方法はな
いですか？

大
切
な
医
療
費
を

有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
！

増
え
続
け
る
医
療
費

医
療
費
抑
制
の
た
め
に

近
年
に
お
け
る
医
療
費
は
、
人
口

構
造
の
急
激
な
変
化
に
よ
る
高
齢
化

と
と
も
に
、
成
人
病
な
ど
の
長
期
治

療
を
要
す
る
慢
性
疾
患
の
増
加
や
医

療
技
術
の
高
度
化
が
主
要
因
と
な
り
、

年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

苫
前
町
に
お
い
て
も
、
国
保
加
入

者
一
人
あ
た
り
の
年
間
総
医
療
費
の

額
が
、
平
成
十
五
年
度
で
は
約
四
十

五
万
円
に
も
の
ぼ
り
、
今
後
も
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
急
激
に
増
加
す
る

医
療
費
を
支
払
う
た
め
の
財
源
は
、

国
な
ど
か
ら
の
負
担
金
の
ほ
か
国
保

加
入
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
税
で
、
大
半
を
補
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
費
が

増
加
す
る
こ
と
は
結
果
的
に
保
険
税

の
引
き
上
げ
な
ど
、
皆
さ
ん
の
負
担

増
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

特
に
本
町
の
場
合
、
同
じ
病
気
で

複
数
の
病
院
を
受
診
す
る
『
重
複
受

診
者
』
が
全
加
入
者
の
二
・
一
三
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
（
全
道
平
均
は

一
・
七
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
な
ど
、
比

較
的
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
医
療
費
の
無
駄
使
い

を
な
く
す
た
め
、「
か
か
り
つ
け
医
」

を
も
ち
、
定
期
的
な
健
康
診
断
の
受

診
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
つ
と
め
る
な
ど
、
医
療
費
の

有
効
活
用
に
心
が
け
、
今
後
と
も
医

療
費
の
抑
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

国保の保険税は、加入者皆さんの医

療費の給付などの費用に充当され、国

などからの負担金とともに国保の貴重

な財源として、全体の約４割を占めて

います。皆さんが医療費の一部を負担

するだけで医療費が受けられるのも、

国保の健全な運営が確保されているか

らです。

しかし、医療費の増崇（ぞうすう）

や保険税の未納によって、国保財政は

非常に不安定な状況となっています。

国保財政が健全に運営され、皆さん

が安心して医療を受けられるよう保険

税の納付推進にご協力ください。

保険税を納めましょう

Ａ　「ファミリーハウス」をご存知ですか？
病院では基準看護のため、家族は病院に寝泊りを認
められていません。家族は面会時間が終わったあと、
患者を病院に残して泊まるホテルを探さなければな
りません。家族にとって精神的にも経済的にも負担
は大きいはずです。
「ファミリーハウス」は、これら地方からの入院患
者の付添い家族の負担を少しでもやわらげようと、
札幌市内の大家さんの協力を得て、安い滞在施設を
提供しています。

◇利用料金　一泊　1,000円～2,500円
◇お問合せ先
ボランティア団体　北海道ファミリーハウス
〒060-0807
札幌市北区7条西6丁目北苑マンション407
TEL 011-716-4161 FAX 011-716-4162



建
設
業
は
厳
し
い
経
営
環
境
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
が
こ
の
困
難
な
時

期
を
乗
り
越
え
、
建
設
業
の
発
展
の

道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
、
本
道
経
済

の
発
展
や
雇
用
の
安
定
に
と
っ
て
、

極
め
て
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省
北

海
道
労
働
局
で
は
、
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
北
海
道
セ
ン
タ
ー
、
道
建
設

業
協
会
の
連
携
の
下
、「
夢
開
く
、
建

設
（
わ
た
し
）
の
職
場
、
雇
用
改
善
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
11
月
を
「
建
設

雇
用
改
善
推
進
月
間
」
と
し
、
啓
蒙

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

一
、
雇
用
管
理
責
任
者
の
選
任

建
設
事
業
主
は
、
事
業
場
ご
と
に

雇
用
管
理
責
任
者
を
選
出
し
、
建
設

労
働
の
雇
用
管
理
を
さ
せ
る
。

二
、
雇
用
の
関
す
る
文
書
の
交
付

建
設
事
業
主
は
、
建
設
労
働
者
を

雇
用
し
た
と
き
は
、
労
働
条
件
を
明

示
し
た
文
書
を
交
付
す
る
。

三
、
下
請
け
に
関
す
る

書
類
の
備
付
け
及
び
援
助

元
請
事
業
主
は
、
下
請
の
雇
用
管

理
に
関
す
る
書
類
を
事
業
場
ご
と
に

備
え
る
。
ま
た
、
下
請
が
適
正
に
雇

用
管
理
を
行
う
よ
う
助
言
指
導
、
援

助
を
行
う
。

四
、
有
給
休
暇
の
付
与（

労
働
基
準
法
）

留
萌
公
共
職
業
安
定
所

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い
と
き
、
免
除
申
請
す
る

こ
と
で
保
険
料
納
付
の
免
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
承
認
さ
れ
た

場
合
、
申
請
し
た
月
の
前
月
分
か
ら

次
の
六
月
分
ま
で
の
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
一
回
の
申
請
で

免
除
さ
れ
る
期
間
は
、
七
月
か
ら
翌

年
六
月
ま
で
の
最
長
一
年
と
な
り
ま

す
。免

除
の
種
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
法
定
免
除

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
届
け
出
れ
ば
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
と
き
。

②
障
害
基
礎
年
金
、
厚
生
年
金
等
の

障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
。

◆
申
請
免
除

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、

保
険
料
の
全
額
又
は
、
半
額
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

①
所
得
が
な
い
と
き
。

②
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
以
外
の

扶
助
又
は
、
援
助
を
受
け
て
い
る

と
き
。

③
地
方
税
法
上
の
障
害
者
又
は
寡
婦

で
、
前
年
の
所
得
が
百
二
十
五
万

円
以
下
で
あ
る
と
き
。

④
そ
の
他
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
で
、
天
災
等
の
理
由
が

あ
る
と
き
。

〈
注
意
！
〉
半
額
免
除
の
場
合
、
半

額
分
を
納
付
し
な
い
と
未
納
期
間
と

見
ら
れ
る
た
め
、
老
齢
基
礎
年
金
が

減
額
又
は
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
全
額
・
半
額
免
除
の
判
定
基
準

免
除
の
判
定
は
、
申
請
者
本
人
、

申
請
者
の
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年

所
得
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
す
。
世
帯

に
よ
っ
て
概
ね
次
の
所
得
以
下
で
あ

れ
ば
、
免
除
の
該
当
に
な
り
ま
す
。

◆
免
除
と
未
納
の
違
い

免
除
と
未
納
で
は
、
年
金
の
受
給

や
保
険
料
の
追
納
に
次
の
と
お
り
違

い
が
あ
り
ま
す
。

納期内納入にご協力願います。

11月 町税の納期

今月は、固定資産税
国民健康保険税
介護保険料
の納入月です。

苫前町の交通事故情報
平成16年９月末現在

交通事故死ゼロ日数は

９月30日現在で151日

発生件数

７件

死者数

１人

負傷者数

９人

広
報
九
月
号
掲
載
の
「
ご
成
長

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」
に
お
い

て
、
お
名
前
を
誤
っ
て
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
　
　
詫
　
　
び

心
よ
り
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

工
藤
　
活
稀

か
つ
き

純
司
／
奈
保
８
月
６
日
苫
　
前

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

長男

住
所
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11
月
は

「
建
設
雇
用
改
善

推
進
月
間
」で
す

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り

国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料

免
除
制
度
に
つ
い
て

扶養親族の数 全額免除　 半額免除　

164万円 285万円

129万円 215万円

94万円 172万円

35万円 85万円

３人扶養（夫婦・子２人）
（子の１人は16歳以上23歳未満）

２人扶養（夫婦・子１人）
（子は16歳未満）

１人扶養

扶養なし

老齢基礎年金を受けるた
めの資格期間には

受け取る老齢基礎年金額
は

障害基礎年金や遺族基礎
年金を受け取るときは

後から保険料を納めるこ
とは（追納）

全　額　免　除

受給資格期間に入ります。

免除期間は年金額に１／３が
反映されます。

保険料を納めたときと同じ扱
いです。

10年以内なら納めることがで
きます。（3年目からは当時の
保険料に一定の額が加算され
ます。）

半　額　免　除

保険料の半額を納めると受給
資格期間に入ります。

免除期間は年金額に２／３が
反映されます。

保険料を納めたときと同じ扱
いです。

免除された分は10年以内なら
納めることができます。（3年
目からは当時の保険料に一定
の額が加算されます。）

未　　納

受給資格期間に入りませ
ん。

年金額に反映しません。

年金を受けられない場合
もあります。

２年を過ぎると納めるこ
とができません。



消
費
税
の
届
出
は
お
済
で
す
か
？
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きれいな水、きれい

な緑、きれいな空気は

森林や農地がもたらす

大切な恵みです。

私たちのふるさとを

守りましょう。

私たちの生活は豊か

な森林や農地によって支えられています。国土保全奨励制度

全国研究協議会（全国４０道府県加盟）は、森林や農地の重

要性や農山村地域活性化の必要性を訴えます。

平成１６年度『苫前
町成人式』を平成１７
年１月９日(日)に苫前
町公民館において開催
する予定となっており
ます。今年度の成人対
象者は、昭和５９年４

月２日から昭和６０年４月１日までに生まれた方となってお
りますので、以下の名簿にお名前の漏れがある方、または、
苫前町での成人式に出席を希望される方は、お手数ですが１
２月１７日までに町公民館（�５－４０７６）までお申し出
ください。

▼力　昼　丸山　勇太、畑中麻莉瑛、佐々木慎也
若狭　英樹、春国　洋行

▼上　平　赤松　亜維
▼　港　　能登　麻依、高野　　碧、田中　祐子

小西　祥吾、太田　大介、石岡　　瞳
嶋崎　祥恵、木村　　舞

▼昭　和　芳賀　智史、工藤　主税
▼苫　前　関野　道子、大場　寛久、沼田　雅士

谷村　由紀、星　　夏喜、谷村　吉康
星　　勇輝、金子　　晶、佐藤麻依子
前田　咲恵、菊地　佑太、三輪　　純
太田　智之、佐藤　幸裕、櫻井あゆ子

▼長　島　大西　　瞳、伊藤　美穂
▼古丹別　津田明日香、湯浅　直樹、能登　誠志

福士空見子、成田　智美、北村　　悟
東谷　竜志、宮本　照朗、鈴木　智大
山本　早織、竹内　雅樹、西川　安奈
鈴木　　恵、草薙　　龍、濱本美沙希
鈴木　晶登、小澤　一史、村田　美織
開発　勇輔、堀口　　浩、能戸　詠美
金田奈緒美

▼九　重　清水　　誠、清水　　翼、伊藤　恵里
伊藤　佑里、村上　麻衣、小林　香菜

▼岩　見　中嶋　智行、元谷　絵理子
▼小　川　谷田　美穂

（以上６４名：本人氏名・敬称略）

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る
前
々
年
（
基
準
期
間
）

に
お
け
る
消
費
税
の
対
象
と
な
る
収
入
（
課
税
売
上

高
）
の
上
限
が
三
千
万
円
か
ら
一
千
万
円
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

個
人
の
事
業
を
さ
れ
て
い
る
方
が
平
成
十
五
年
分

の
課
税
売
上
高
が
一
千
万
円
を
超
え
る
と
、
平
成
十

七
年
は
課
税
事
業
者
と
な
り
、
消
費
税
の
申
告
書
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
、
速
や
か
に
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届

出
書
」
の
提
出
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
最
寄
の
税
務
署
又
は

税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

札
幌
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

改
正
消
費
税
の
概
要
に
つ
い
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

消
費
税
の
届
出
は
お
済
で
す
か
？

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

吉
田
登
喜
子
（
74
歳
）
10
月
２
日

古
丹
別

小
泉
小
一
郎
（
87
歳
）
10
月
６
日

苫
　
前
　

高
橋
　
　
績
（
68
歳
）
10
月
13
日

上
　
平
　

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

檜
森
　
　
快か

い

大
輔
／
加
代
子

10
月
５
日
古
丹
別

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

長男

住
所

町
へ
の
寄
付

○
苫
　
前
　
小
　
泉
　
則
　
雄
　
様

○
古
丹
別
　
加
　
藤
　
チ
　
ヤ
　
様

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
羽
幌
町
　
羽
幌
藤
幼
稚
園
　
　
様

各
町
内
会
等
へ
の
寄
付

（
力
昼
町
内
会
へ
）

○
力
　
昼
　
鈴
　
木
　
信
　
子
　
様

（
港
町
内
会
へ
）

○
苫
　
前
　
瀬
　
川
　
イ
　
マ
　
様

各
団
体
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
港
老
人
ク
ラ
ブ
へ
）

○
苫
　
前
　
瀬
　
川
　
イ
　
マ
　
様

（
長
島
老
人
ク
ラ
ブ
へ
）

○
石
狩
市
　
古
　
村
　
国
　
男
　
様

（
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
へ
）

○
古
丹
別
　
石
　
橋
　
　
　
健
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

考えよう森林･農地の大切さ
11月は「もりとふるさと月間」
11月18日は「もりとふるさとの日」

国土保全奨励制度全国研究協議会
事務局　宮崎県環境森林山村・木材振興課
TEL 0985-26-7157 FAX 0985-26-7314
URL http://www.kokudohozen.jp

http://www.sapporo.nta.go.jp/1/kaiseisyouhisei/index.htm

苫前町成人式
1月9日新成人の門出
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風力発電の売電状況
（町営分）

16年の実績（１～９月分）
３０，５８１，０１０円

平成16年９月分の実績
・供給電力量

１４２，３００ｋＷｈ
１，７８５，５０９円

（設備利用率８．９８％）

▽
異
常
気
象
。
今
年
は
、
数
多
く
の

大
型
台
風
の
日
本
上
陸
が
あ
っ
た
。

▽
町
内
で
は
、
そ
の
後
の
好
天
で
桜

や
梨
の
木
、
プ
ラ
ム
な
ど
に
つ
ぼ
み

を
つ
け
、
開
花
し
た
。
中
に
は
、
タ

ラ
の
芽
ま
で
が
…
と
ち
ょ
っ
と
し
た

異
常
気
象
を
楽
し
ん
で
い
た
。
▽
し

か
し
、
突
然
、
新
潟
中
越
地
方
を
震

度
６
に
も
達
し
た
大
型
地
震
が
襲
っ

た
。
▽
家
屋
や
道
路
を
崩
壊
さ
せ
、

十
万
人
を
超
え
る
住
民
が
避
難
し
、

今
で
も
余
震
が
続
い
て
い
る
。
▽
そ

の
中
で
、
懸
命
な
る
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

員
の
救
出
活
動
に
よ
り
、
崩
れ
落
ち

た
岩
盤
に
挟
ま
れ
た
車
の
中
か
ら
、

ひ
と
つ
の
小
さ
な
命
が
救
わ
れ
た
。

▽
妻
子
を
奪
わ
れ
、
残
さ
れ
た
父
親

に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
救
い
だ
っ
た

と
は
思
う
が
、
複
雑
な
心
境
で
あ
ろ

う
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ

た
い
。
▽
天
災
は
何
時
や
っ
て
く
る

か
分
か
ら
な
い
。
早
く
復
興
が
進
む

こ
と
を
願
い
ま
す
。

編

集

雑

記

帳

このコーナーは、町内の
保育所（園）児や小中学校
児童生徒の作品を紹介して
います。
次の12月号は、特別企
画『町民ギャラリー』を掲
載いたします。公民館フェ
スティバル展示部門作品か
ら、町民皆様の作品をご紹
介いたします。

苫前小学校児童の作品

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『豊穣太鼓』

はっぴのうずもよう
が、上手くいきまし
た。難しかったとこ
ろは、太鼓のふちの
部分です。結構、気
に入った物ができて
よかった。

６年

西村　萌美さん

『らくしょう！』

紙をちぎるの
がむずかしか
ったです。と
くに手がむず
かしかったで
す。

３年

野澤　龍矢くん

『ゲームをしている
わたし』

むずかしかっ
たところは、
手でちぎると
ころです。う
まくできたこ
とろは、はる
ところです。

１年

加藤明日香さん

『ともだち』

髪の毛を細か
く、掘りまし
た。

４年

溝口慶一郎くん

『たのしい
なわとび』

手がもってい
るようにうま
くいきました。
むずかしかっ
たところは、
耳をまるく切
るところです。

２年

小森　勇望くん

『成　長』

はねやとめが
一番うまくい
きました。

５年

鳥羽　優奈さん

『山　里』

何回もれん習
しました。て
いねいに書け
ました。

３年

岸　太一くん

『野球をしている
ぼく』

むずかしかった
ところは、顔を
作るところで
す。うまく出来
たところは、か
らだを作るとこ
ろです。

１年

小島　龍くん


